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「
し
ば
ら
く
前
、.口
ン
ド
ン
©
"洋
服
仕
立
エ
は
、大
抵
は
大
資
本
家
で
あ
る 

と
^
ろ
の
p.
ン
ド
ン
の
親
方
に
た
い
し
で
、
そ
の
要
求
を
掲
げ
る
た
め
に
、
'
 

V

ー
 

般
的
な
団
結
を
結
成.じ
た
。
そ
れ
は"貧
金
と
い
チ
ー
も
の
：
絮

ざ

ず

苐

.ー

.
に 

「

必
喪
な
品
物
に
つ.い
て
、.
増
大
位
叙
価
格̂

|致

さ

せ

：る

ど

：
い

ぅ

問

題

ば

か 

:り

で

な

く

マ

ご
0
産
業
部
門
に
'扣
け
る
労
働
者
の
真
常
咚
ひ
ど6
待
遇
.に
終
.
 

it
-
瓶
を
-̂
つ
：
と

い

ぅ

間

題

P
も
あ
り
'た
。.：'
.雇
主
は
、:-
'
;主
と
し
て
べ
^
ギ
ー
、
.
 

フ
ラ
ゾ

逢H

望

ィ

：
ス

に

お

い

て
'-
.
'職
人
の
仕
立
エ
を
補
充
す
る
こ
：占
，に 

よ

：

っ：：

て

、;'.
'そ
の
計
画
を
挫
折
さ
せ
ゼ
ぅ
と
し
た
。
そ
こ

(

で
国
際
労
働
者
麻
会.
 

"-
.の
中
央
委
鼻
会
の'#
記
ば
,'
;ベ
.ル
ギ
1
、
7
ラX

ス
お
よ
.び
：スV

ス
：
の
.
新

間
 

:

に

警

告

钇

発

：し
：
だ
：
の

'
"で.あ

.0

.
-^
へ

そ

れ

ば

完

全

な

成

功

ヤ

あ

っ

，
た

。

ロ
ハ
ン
ド 

)

ン
の
：
厲

主

た

ち

0:
'
訐
略
は
ゾ
失
敗
し
た
。.'
彼
を
汰
'̂
武
器
を
す
て
.て
、：
労 

、働
者
た
ち
の
亚
ん
い
要
求
に
览
じ
な
け
れ
ば
な
ち
な
か
ら
た
。
イ
ン
グ
ラ

ゾ 

ド
_に
：お
い
て
破
れ
た.の
.で
、
雇
主
た
ち
は.
* :対
策
を
ね
ろ
'ぅ
と
.し
た
の
で
あ 

っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
じ
め
よ
ぅ
と
し
た
ナ
窜
実
は

‘ 

ロ
ン
ド
ン
斯 

件
の
結
果
と
し
て
、.彼
ら
は
ま
ず
最
初
に
、H

デ
ィ
ン
バ
ラ
に
お
い
て

』
、
..

 

十

五

；
パ

ー

セ

：ン

ト

の

賃

金

；

5

き
上
げ
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 

し
か
し
な
於
ら
彼
ら
は
秘
密
に
、

ハ
ノ
ー
グ
ァ
お
よ
び
メ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク 

で
' 
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
へ
づ
れ

y

ベ

る

た

め

の

仕

立

職

人

を

る

た

め

に、
'

ド
イ
ッ
へ
代
表
者
を
派
遣
，し
た
。
最
初
の
グ
ル
ー
プ
は
、
：す
ヤ
に
船
で
出
兖

.

.

.

.

.

-

 

' -

•

し
.た
。.
こ
の
‘よ
ヶ
な
労
働
渚
の
移
入
の
目
的
は
、
ジ
ァ
マ
イ
力
に
イ
ン

.ド

人 

の
.ク
I
リ
を
い
れ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
奴
隸
制
の
永
久
化
で 

あ
る
。
.も
し
：エ
デ
ィV

ハ
ラ
の1

屈
主
な
ち
が
ド
イ
ッ
人
の
労
働
者
を
い
れ
る 

こ
と
に
よ
つ
て
、
彼
^
が
す
で
に
獲
得
し
た
酸
歩
を
無
効
に
す
る
こ
と
に
成

....功
す
石
な
ら
ぱ
ノ
そ
れ
は
必
然
的
に
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
反
響
を
も
た
ら
す
こ 

'

、
と
に
.な
る
で
あ
ろ
う
。
何
人
も
ド
ィ
ッ
の
労
傲
者
ほ
ど
苦
じ
む
者
は
な
い
で 

、
あ
ろ
う
"
彼
ら
こ
ぞ
、
大
陸
の
他
の
諸
国.の
.労

，働

者

^

り

も

多

く

の

部

分

を 

.

.し
め
て
い
る
。
そ
し
て
新
し
く
入0
て
き
た
労
働
者
た
ち
は
、
他
国
で
全
く 

孤
立
無
援
な
の
で
、'間
も
な
く
浮
浪
人’の
地
：位
に.沈
滴
す
る
で
^
ろ
う
。

,

ぞ
0:
上
”
彼

ら

が

、
ア
フ
ラ
ン
ス
、

べ

ル

ギ

1
#'
よ

び

ス

ィ

ス

に

お

け

る

彼 

.
ら
の
同
胞
と
同
じ
上
う
に:'
い
か
に
し
た
ら
彼
ら
の
階
級
の'共
通
の
利
故
を" 

擁
護
す
る
か
.を
知
り
、.且
つ
労
働
：の
た
め
の
そ
.の
閼
争
に
お
い
て
、
資
本
の 

従
順
な
傭
兵
と.な
ら
な
が
4
1/
\
う
こ
と
を
、
' 他
の
国
々
に
明
ら
か
に
す
る
.こ 

.と
は
、；
ド
.

の
労
働
者
に
と
っ
て
名
誉
に
が
ん
す
る
こ
；と
で
あ
る
0

.

.

.

国
際
労
働
者
傲
会
の
中
央
委
員
会
.の
た
め
に 
一
.

く
.
'
.
：

- 

力ー

ル
•
.ニ
マ
ル.
.ク
x

';.
:
,
:
v :
'
■へ

八
六 K

 
年
五
月
四
日 

v
:.
:

b

'

'
、
.:
、英
国
の
状
勢’に
つ
い
て
、.
更
片
知
り
た
い
と
-思
う
ド
ィ
ッ
の
仕
立
職
人 

は
' 

.
ロ
.'ン.ド
..ン.、.：.
.
.
.
.

レ
.
'ィ
ジ
.エ.
.ン
ト
街
，
：_へ.：ッ
.デ
'
.ン
•
コ'

I

ト

.

.'
ク

テ

々

ン 

パ
ブ
リ
ツ
タ
，
ハ
；-«
/
ス
、

ア
ル
..パ

ー

ト

.
F•
ハ
ウ
フ
エ
，気
付
に
速
絡
の'こ
と
。
 

(

4)

シ
ド
ーI.—

，

タ
エ
ツ
ブ
は
つ：

ぎ
の
ょ
う
に
い
う:0
-,
一
八
六
六
.年
六
月
、
 

約
ー
.
1〇
万
人
の
'組
合
員
を
擁
ず
る
あ
ら
ゆ
る
大
組
合
を
代
表
す
る
一
三
八
名
の 

:
:代
表
者
が
、
：'雇
主
が
：ロ
ッ
：グ
：‘
ア
ウ
ト
を
不
断
ね
行
-
こ
；と
に
対
孩
し
て
シ
.
エ 

フ
.ィ
I
ル
ド
に
集
ま
ら
た
。

J

と
。

こ
と
.で

「

全
英
国
労
働
組
合
組
織
同
盟 

(united.wingdom Alliance, of .'organised. Trades) 

'が
..つ
く
ら
れ
、
雇
主 

の
ロ
ッ
ク
•
ア
ウ
ト
に
た
い
す
る
強
力
な
抵
抗
団
体
と
し
て
発
见
し
た
こ
と
は 

注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

(Webb; 

History of Trade 

Unionism, 

1920, 

pp. 

2
5
7
〜

2

S
。

書

；
'
.
.
'
:
w

c

•

N

,ゥ

ー

ド
-
パ
I
キ
ン
ス
著
て

.

:

『

1

<
四

七

年

の

商

業

恐

慌』

：：
,
'
_

P
N
. Ward-Perkins, The Commercial Crisis of 

10 0
4
7
, Oxford 

Economic Papers, 

n, 
'
..C
H
a
n
.
,

 1.950, pp. .75 

丨
co4:(neprinted in.. 

w
. M.

 caruslwllsori,

■ '..Essays in Econo

'g.c 

His

s'ly-voi. 

0 

1962

へ
 pp. 263"~

279.).

.

.

'
■

'

■

^
 

尾

-.
.
.ぐ

誠

'

「「

商
業
の
種
々
の'部
門
が
、
び
ど
い
不
況
に
陥
っ
て
い
る
。
諸
物
価
の
a

p 

的
下
落
が
み
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、：
何
と
し
.て

で

も

諸

商

品

を

売

却

し

ょ

ぅ

.
と 

す
る
_
自
体
が
極
.度
.に
困
難
で
あ
，な
。
ィ
ン
ド-!
>
シ
ナ
の
貿
易
は
特
に
損
害
を
殳 

け
つ
つ
あ
る
。
：
茶

r

藍
、.絹
、
_

彼
■の
地
が
ら
の
芏
蓼
な
輸
入
ロ
 

2は
:;
'
全
て
''
.
 

価
格
の
水
準
に
お
い1
、
矣
常
ぬ
{£
下
し
て
1>
史
.
った
。；
製
造
業
地
域
で
は
、
、 

商
品
叹
在
庫
が
増
大
し
つ
つ
あ
り
、®
m-
に

お

け

る

凡

ゆ

る

事

業

が

、
_

ら

か 

に
.一
般
に
停
止
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
停
滞
の
主
要
な
原
因
は
、

.：確
か
.に 

尨
大
な
鋏
道
事
業
で.あ
る
'.
0
そ
れ
奴
徐
.々

に
取
引
用
'に

供

せ

ら

れ

る

，
こ

の

_

の 

資
本
の
大
部
分
を
吸
収
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
弊
害
は
す
で
に
^
常
に
深
^
で
あ 

る
。
し
，か
^.
今
次
議
舍
の
前
に
事
業
計
画
の
多
く
が
、ハ
さ
ら
に
継
続
す
る
こ
と 

に
ょ
0
:て
;'
そ
か
弊
害
が
増
大
す
る
な
ら.ば
、
そ
こ
で
起
る
べ
き
必
然
的
困
難.
 

は
、
：
誇
張
さ
れ
難
い«
.の
も
0

^
な
ろ
ぅ
。

」

,

■

:

 

:
-

以
上
•の
文
章
は
*
八
百
四
十
；

K.

年
四
月
に
サ
ン
ド
ン
卿
が
、
下
院
で
当
時
の 

首

相

ロ

バ

ー

ト
•：ピ
厂
ル
に
対
以
ヤ
鉄
道
建
設
問
題
に̂
い
て
行
タ
た
質
問
の/

:
書

.

.評

し

，
.

.

..'

中
で
、
引
用
ざ
れ
た
も
の'で
あ
る
。
そ
れ
は
口
ン
ド
ン
の
ト
ル
1

マ
ン.

コ
.ッ 

ク
商
会
の
書
簡
の
ー
部
で
あ
る
。
_千
八
百
四
十
七
年
に
頂
点
に
達
し
允
英
国
の 

恐
慌
が
、
他
の
原
因
と
共
に
鉄
道
事
業
へ
の
熱
狂
的
投
機
に
起
因
し

V

い
た
こ
：

(
注
2)

と
.は
、
エ
ヴ
ァ
ン
ス
の

.古
典
的
名
箸
以
来
承
認
さ
れ
て
き
た
。b
か
し
以
下
に

紹

介

：す

る

ヮ

ー

ド

：

>
。
ハ

ー

キ

ン

ス

は

"

ピ

I

ル
条
例
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の

金
利
政
策
と
共
に
、
鉄
道
建
設
事
業
の
千
八
百
四
十
七
年
恐
慌
で
果
し
た
役
割

に
.つ
い
て
、
こ.れ
ま
で
の
通
説
.に
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
通
説
は
、
余
り
に
も
当
時
の
人
々
の
慎
重
さ
を
欠
い
た
主
張
に
影
響
さ

れ
す
ぎ
て
い
る
の
：で
あ
る
。
こ.の
パー

キ
ン
'ス
の
論
文
は
、
す
で
に
国
学
院
大

.(

注
4)

.

学
'「

政
経
論
叢」

四
巻
. 一
■号
に
、
宮
崎
県
一
氏
の
紹
介
が
あ
る
が
、
私
は
今
の

ベ
た
彼
：の
問
題
意
識
の
展
開
を
追
求
す
■る
と
い
ぅ
形
で
、
；
再
び
®
り
上
げ
て
み 

i

>o 

:

 ̂

V 

■ 
■

 

■ 

- 
■

ぞ
ー'-'
歴
史
的
叙
述
.:'
;
:;

-

^

^
•;
-
'
'
:
:

:
.

.

, 

VV-
,
'■
'.''
.

■•「

飢
餓
の
.四

十

年

代

」

：
：1

ハ̂

1
1
^
7
^
0
1
^
3
,

は
：、
通
史
に
無
批
判
に
受 

容

さ

れ

た

不

幸

な

語

句

の

：
：
一
：
つ
：
で

あ

:0
て

.'
ア

イ

ル--
'
フ

シ

ド

を

除

け

ば

大

英

帝
 

国
内
で
は
四
十
年
代
に.生
活
水
準
が
明
白
に
上
昇
し
，た
。
尤
も
四
十
年
代
の
初 

期
_は
、ぺ
三
十
年
代
後
半
の
価
格
と
生
產
の
循
環
運
動
の
攙
乱
、

.一

【

.ー

十

九

年

に

本 

格
化
し
衣
事
業
活
動
の
停
滞:'
:四
十
チ
、

V

 
ニ
年
の
冬
に
ど
ん
底
を
迎̂ 

と
ノ
出
足
が
龃
心
か
づ.た
。
.：

(

12
|
.
1
.
参
®

^
::
-
;
^

ノ
四
+
---
年
に
は
*
:
'.-

総
選
挙
の
結
果
ロ̂

丨
ト
‘
ピ
I
ル
が
政
権
に
返
り
咲
き 

四
十
.一:
1年
に
は
事
業
活
動
：の
：回
復
の
兆
が
あ
：ら
わ
れ
、
：
ニ
月
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン 

ド
銀
行
も
利
子
率
を
四
分
に
引
き
下
げ
、
四
月
に
.は
こ
：れ
を
割
引
步.合
.に
も
適 

用
し
た
。
；.し
か
し
回
復
は
徐̂

に

し

：か

進

ま

ず

、

」

四

十

四

年

頃

に

漸

'.
<■'軌

道

に

.

.

:

■

 .
 

■

 

ご

. 

:

■

'
.
一

A.
五

.(

八
五)

.



第 國
X-—x- Producer good 
X-，-x Consumer good Hoffman General

43 44 45 46 47 48 49185051 52 53 54 55 56 57 58 59 60

.

.
、
 

；

八
六

''(

八
六)

：

■

乗
る
。第
-1
期
の
跌
道
建
設
開
始
、主
要
.

ろ
で
こ
れ
以
後
五
年
間v

ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
で
- ,

一
つ
に
分
裂
し
た
制

.

.幹
線
の
結
合
，
統
合
が
進
展
"輸
出
入
.、

度
の
調
和
.を
試
み
る
と
と
と
な
っ
た
：が
：
銀
行
理
事
会
は
、
条
例
制
定
翌
日
に 

.

.生
産
の
回
復
が
明
白
.と
な
る
。
但
し
物_

第
. 一■種
一
一1

ヶ
月
手
形
^
割
引
步
合
を
.最
低
ニ
分
五
厘
と
し
た
。
市
中
金
利
は
こ 

価
は
.依
然
下
り
気
味
で
、
信
用
も
低
廉
.

れ
に
対
し
当
時
は
.一
一
分
以
下
で
.あ
っ
た
と
は
い
え
，i

昇
し
つ
つ
あ
り
、
続
く 

':
■
;
か
つ
豊
富
、
市
中
金
利
は
二
.分
以
下
，

'H
年
間
私
は
、':
;
'公
定
歩
合
は
、
.市
中
金
利
よ
り
低
か
っ
た
。
こ
の
拡
張
政
策
は 

四十四
年には
三分ン
ソル公

f
 ap

 m
o
n
e
r

時
代
の
全
面
展
開
を
確
実
に
し
、ー：‘四
十
五
年
.に
は
—?
ー
十
四
、
五 

'
債
が
.標
準
価
格
に
達
し
た
。
 

年
を
を
え
る
投
機
活
動
.の
狂
乱
が
進
展
し
た
。
，特
に
外
国
鉄
道
べ
の
か
な
り
の 

.

.四
十
四
年
に
ィ
.ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
条
例
投
資
を
含
む
、：'凡
ゆ
る
種
類
の
鉄
道
投
機
が
集
中
し
た
。
.こ
れ
.は
、
発
員
す
る 

M
定
さ
を
0
こ
の
条
例
は
、
：過
，去
半
世
商
工
業
の
た
め
の
新
し
い
輸
送
形
式
の
潜
在
力
が
誇
張
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
っ 

■

紀
の
英
国
経
済
史
に
と
り
不
快
な
金
融
た
が
、-
.創
業
会
把
の
.株
価
は
投
機
的
に
吊
り
上
り
、.
建
設
計
画
中
：の
会
社
の
仮 

:-
'恐
慌
と
商
業
不
況
の
再
発
を
防
ぐ
た
.め

株

券

，(

五
分
の
预
託
金
を
.払
い
込
め
ば
よ
い)

，
は
法
外
な
プ
レ
ミ
ア
つ
き
で
売 

に
、
.銀
行
券
を
発
行
オ
る
発
行
局
と
本
買
さ
れ
た
。，
 

. 

_

 

•

"

来
の
銀
行
業
務
を
行
う
銀
行
局
を
制
度
.

.
' 

た
だ
し
四
.十
五
年
の
鉄
道
.マ

ニ
ア
に
つ
い
て
は
、
純
粋
の
投
機
と
、
現
実
の 

.的
に
区
別
し
た
。.
発
行
局
は
条
例
と
自
：事
業
活
動
と
を
：区
別
し
.て
.お
が
な
く
て
は
な
ら
な
.い

;0
勿

論

前

者

.
の

熱

狂

は

後
 

.

.然

カ(

金

本

位

制

の

)

.によって厳しく者に影響し

、
' 仮
株
券
.に
よ
る
買
：一
方
の
取
引
は
株
価
全
体
を
高
め
.た
。
こ

.

の 

制
限
を
受
け
て
い
る
の
に
.対
し
、
銀

行

ィ

ン

プ

：レ
的
な
価
値
は
鉄
道
会
社
の
総
裁
に
高
い
配
当
金
を
凡
ゆ
る
犠
牲
を
払 

、
局
は
'
.三
十
年
代
に
:^
丨K

レ
.ィ
.
•
.。ハ
'

っ
.て
も
維
持
す
る
よ
う
に
.仕
向
け
た
の
で
.

^

。

) 

.

ル
：.マ
ー
に
.より設けられた公定歩合四十五年七月ブー

A
が
弱
ま
り
、警
告
の
声
が
聞
か
れ
る
。計
画
の
不
合
理 

政
策
の
諸
原
理
に
余
り
.こ
.だ

わ

ら

ず

に

性

、資
金
調
達
困
難
、0
民
資
本
の
鉄
道
建
設
ベ
の
固
定
化
等
に
つ
い
て
_
ゑ
が 

独
自
に
行
動
し
う
る
◊
この銀行の制高ま

:^
。
議
会
へ
の
上
程
に
は
、資
本
の
一
，割
の
預
託
金
が
必
要
だ
が
、四
十
五 

度
改
革
は
、
'い
わ
ゆ
る
銀
行
主
義
に
'対
年
秋
に
こ
の
額
は
四
千
万
ポ
ン
ド
を
こ
え
た
.。十
月
に
は
金
利
上
り
泡
沫
霧
散
。
 

立
す
る
通
貨
主
義
の
：理
論
家
の
主
張
に
.
し
か
し
実
際
に
は
六
首
件
を
.こ
え
る
鉄
道
建
設
申
請
が
あ
り
、四
十
六
年
一
月
、
 

.
莲
く
も
の
で
あ
っ
た
。
 

1

一
月
で
金
融
困
難
を
伴
わ
ず
.に
千
ニ
百
万
ポ
ン
ド
の
預
託
金
が
調
達
さ
れ
た
。

ア
イ
ル
ラ
シ
ド
の
馬
鈴
薯
飢
饉
を
背
景
と
し
て
、
ピ
ー
ル
首
相
は
、
.三
月
に 

穀
物
法
廃
.止
を
提
案
し
、ぐ
金
融
市
場
は
大
量
の
食
料
輸
入
の
.た
め
地
金
準
備
の 

涸
t f

に
直
面
す
る
。
.さ
ら
に
四
十
五
、
六
年
、
米

棉

の

作

、
国
内
在
庫
品
の 

く
い
つ
ぶ
し
、
®
十
六
年
六
月
に
は
ピ
ッ
ト
■か
ら
ラ
ッ
セ
ル
へ
政
権
交
替
、
四 

十
六
年
ョ
ー
，
ロ

ッ
.。ハ
小
麦
の
不
作
で
；不
安
が
高
ま
る
0.
鉄
道
も
事
業
完
敗
用
の 

資
金
調
達
困
難
と
な
り
、.株
主
は
株
の
払
い
込
.み
に
答
え
え
ぬ
。

米
棉
依
然 

不
作
、,
棉
花
価
格
の
急
騰 

輸
出
製
品
の
価
格
も
同
様
、
こ

れ

ら全
て
O '
事
情 

.は
、
英
国
内
の
綿
製
品
.へ
•の
'消
費
を
も
庄
迫
、
こ
こ
に
ラ
ン
カ
ジ
；ヤ
地
方
の
失

(

注
7)

業
と
操
業
短
縮
が
拡
大
す
.る。..
ノ

 
.

 

：

■.
'

-

,■ 

，
四
十
七
年
一
月—

四
月
，に
'イ
ン
グ
ラ
ン
ド
.銀
行
の
.発
行局

..

の
，金
準
備
千
三
百 

四
十
万
ポ
ン
'ド

が

ら

.
九

百
一：一一，十
万
ポ
ン
ド
に
激
減
、パ
公
定
歩
合
を
倍
に
す
る
も 

金
流
出
は
続
く
。
四
月
銀
行
引
受
手
形
，に
厳
し
.い
割
当
制
を
設
け
、
商
工
業
界 

に
木
平
起
る
。
そ
こ
.で
十
七
.年
以
来
の
小
麦
価
格
の
上
昇
、
取
引
業
者
の
見
込 

み
違
い
の
買
過
ぎ
、
' 四
十
七
年
の
.收
獲
見
込
良
好
と
判
る
や
、
八
月
，に
穀
価
下 

'落
、
■ロ
：

V

ド
ン
、：
リ
ヴ
ア
ブ
ー
ル
穀
物
商
の
破
産
が
始
ま
る
。
.こ
の
た
め
破
産 

は
，関
係
商
社
べ
波
及
、
膨
脹
し
過
ぎ
た
信
用
構
造
が
崩
壊
し
、：
流
動
性
へ
の
志 

向
が
強
ま
り
'
第

一

種
手
形
も
換
金
困
難
と
な
る
。：危
機
に
直
面
し
、
イ
ン
グ 

ラ
ン
K
銀
行
資
金
贷
付
に
'全
力
を
注
ぐ
が
、.
•
.
銀
行
局
の
支
払
準
備
金
は
減
る
}
 

方
、
こ
の
：準
備
金
の
涸
渴
に
伴
ぅ
銀
行
の
割
引
、.
.前
貸
の
拒
否
.と

共

に

>
.
恐

慌 

が
出
現
し
.た
。
健
全
な
商
会
も
含
め
全
企
業
が
'流
動
性
を
求
め
て
殺
到
、
銀
行 

券
以
外
の
資
産
は
市
場
性
を
失
ぅ
。
'歩
合
上
昇
も
貨
手
を
動
か
さ
な
い
。

：

:

四
十
七
年
十
月
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
が
大
蔵
大
臣
か
ら
.の
書
簡
公
表
、，
歩
合 

八
分
：を
.下
ら
ぬ
限
り
、：
貸
付
拡
張
を
許
可
し
、
こ
れ
に
伴
ぅ
•四
.十
四
年
条
例
違 

■
»

■
:

評 

_ 

:

.反
の
責
任
を
.免
除
す
る
と
し
た
。
こ
の
政
策
.が
効
果
的
で
、
.信
用
回
復
、
流
動 

性
過
多
の
懸
念
さ
え
ぅ
ま
れ
、
：銀
行
は
銀
行
条
例
違
反
を
せ
ず
に
す
み
、
以
後 

数
ヶ
月
、
苦
し
.い
景
気
調
整
の
期
間
を
経
て
、
四
十
八
年
一
月
に
漸
く
支
払
華 

備
金
千
百
方
ポ
ン
ド
に
.、
地
金
準
備
千
三
百
万
，ポ
ン
ド
に
増
大
し
、
革
命
の
四 

十
<
年
を
乘
り
切
る
：基
礎
を
完
成
し
た
。

,.
:

ニ
、.同
時
代
人
.の
判
断
ン
-
: 

‘ 

. 

.

く
：
.

..

四
十
七
年
恐
慌
は
同
時
代
人
に
強
い
印
象
を
与
え
、，
種
々
.の
探
究
が
試
み
ら
.
 

れ
る
。
特
に
四
十
四
年
の
銀
行
条
例
に
批
判
.が
集
中
し
た
。
元
来
、
過
去
，の
商 

業
的
熱
狂
と
不
況
の
循
環
は
、
統
制
の
と
れ
ぬ
通
貨
制
度
か
ら
起
る
と
考
え
ら 

れ
て
、
こ
の
.条
例
が
ぅ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
.と
こ
ろ
が
、
員
び
一
一一
年
に
亘
っ
て 

国
は
金
融
上
の
動
揺
を
経
験
し
た
の
，で
，
条
例
の
：基
礎
の
通
貨
原
理
、
.立
案
者 

と
し
て
の
ピ
ー
ル
、.

.イ
シ
ダ
ラ
ン
ド銀
行
の
政
策
は
す
べ
て
非
難
の
的
と
な
っ 

た
。
こ
の
批
判
は
、
種
々
の
利
害
が
、
.ご
た
ま
ぜ
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ 

.り
、.
銀
行
学
派
，の
理
論
家
が
、
異
端
的
バ
ー
ミ
.ン
ガ
.ム
学
派
と
組
ん
.で
い
た 

し
、
保
護
主
義
者
達
は
彼
等
の
以
前
の
指
導
者
を
敗
北
さ
せ
る
と
と
に
執
心
し 

て
.い
.た
。：
多
様
な
金
融
上
、
商
業
上
の
立
場
は
相
-1
:
.
に
恐
慌
の
責
任
を
な
す
り

つ
.け
あ
つ
た
0
: 

.

■

:

 

■

下
院
委
員
会
の
大
多
数
は
恐
慌
の
責
任
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と
条
例
よ
り

も
、
凶
作
と
.こ
れ
に
'よ
る
国
際
収
支
勘
定
の
混
乱
.に
お
き
、
証
人
に
よ
り
述
べ

ら
れ
た
他
の
原
因
：は
従
厲
的
か
：つ
地
域
的
な
も
の
と
し
た
。
こ
れ
ら
他
の
原
因

は
、
棉
の
供
給
不
砠
、
'双
道
へ
の
員
ホ
流
出
、
信
用
の
不
当
な
拡
大(

特
に
東

イ
ン
ド
貿
易
に
お
け
る)

、若
于
の
部
け
で
.の
取
引
の
過
度
の
期
待
で
あ
る
。
勿

論
但
し
書
.と
し
て
イ
ン
グ
ラ
：ン
ド
銀
行
の
政
府
と
：の
特
別
の
関
係
と
銀
行
の
利

-

.
 

八

七

(

八
七)

.

.



益
次
公
益
の
平
等
の
保
護
義
務
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
，し
か
し
条
例
そ
の
も
の 

の
.修
正
他
！̂

p..

ふ
-れ
..ら
れ
ず
....

全

体

，
と

し
^
無
抵
判
の
、_。
示
_唆
す
^
と
.
.こ.ろ

少

.

.い

.文
書
；で
あ
る。

.

>

::こ
：.

れ
に
対
し
上
院
，

Q

報
告
書
は
、.
.よ
り
印
象
的
且''
0
:満
足
：の'ゆ
く
も
の
で
あ「

.

名
。
と
我
は
よ
り
截
的
な
態
度
で
あ
^

ぢ
こ
れ
は
正
当
派
め
銀
行
学
派
の
理
:;
-
.
 

.

.論
；の
立
場
の
：宣
告
で
：あ
る
が
、
.'—
.
. 二
 
；
つ
：：
の
；
提

案

が

注

自

に

.価
す
る
。
；
*
.ー
：
.
は;.
'
, M

一
 

'
貨
の
国
.外
へ
の
流
出
と
国
内
で
の
洞
渴
：の
間
題
を
区
別
し
ぃ
：夫
：々
異
っ
た
中
央 

‘銀
行
政
策
が
必
要
で
あ
る
-
第
ニ
に
大
蔵
省
費
簡
め
形
で
恣
意
的
^
名
れ
た
手
、 

.
段
を
効
果
的
た
ら
し
'め
：る
た
め
の
.法
的
権
限
冷
与
え
る
よ
う
、
任
意
の
条
項
を
.
 

含
む
四
..十
四
年
条
例
'の
修
正
：を
.勧
告
.し
た
.。，
こ
.の
：場
合
一
一h<

臣
に
与
.え
ら
れ
.た
，
’
 

任
意
の
.政
策
.を

行

う

権

限

は

、
'
.
.
四

十

四

年

の

棉

局

長

の

原

案

に

は

含

ま

れ

て

い
 

た

が
.
'ピ

；
丨

：
ル

に

よ

力

取

0
除
''
^
れ
た
.の
で
あ
る
。
任
意
権
限
を
大
臣
か
銀
行 

.
か

、

両

者

の

合

同

委

員

舍

に

与

，え

る

べ

.き

か
2

思

見

が

分

.れ

て

い

た

の
で
あ 

る
？
.第
王
に
ィ
ン
':€
フ
シ
ド
銀
行
に
\つ
い
て
の
政
府
の
批
判
.が
あ
る
。
こ
れ
は 

銀
行
の
：.総
敦
の
.選
挙
に
：さ
い
.し
輪
#
制
の
原
理
を
廃
止
す
る
と
い
う
直
接
の
双
；
 

東
を
う
ん
；だ
。
公
然
と
は
認
め
ら
水
.ぬ
：
.
と
し
て
も
. '

銀
行
の
责
任
感
は
こ
：れ
ら 

上
院
の
批
判
に
よ
っ
.て
高
め
ら
れ
た
<>
1

.

_こ
.
.れ

ら

議

会

，
の

報

告

書

が

、

.
恐

慌
.と

そ

の

原®:
に

つ

い

て

，
の

同

時

代

：入

の

混
 

乱
し
た
分
析
を
示
し
て
い
る
>'
す
れ
ば
：、
よ
り
明
確
な
相
対
立
す
る
見
解
が
、
 

次
の
ニ
人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。

:

'

'

.

.

.
第

—-
.
に
サ
ミ
ュ
エ
ル
•ジ
ョ
|
ン
.ズ
•
ロ
ィ
ド
で
あ
る
が
、
彼
ル
四
十
四
年
条 

.が
を
擁
護
し
、.
欠
陥
は
む
し
ろ
四
十
七
年
の
最
初
の
：三
ヶ
月
の
銀
行
の
行
動
，に 

あ
る
と
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ク
ド
銀
行
は
、健
全
な
銀
行
の
原
則
に
反
し
、支
払
準

;
:

備
金
か
ち
の
,
付
の
保
証
汝
增
大
し
:>
:こ
:©
:た
；め
準
備
金
ほ
発
行
局
の
方
に
吸 

収
令
れ
:^
上
兑
換
--
$
れ
た
。
さ
ら
に
銀
行
似
準
備
金
保
護
.の
た
'め
：に
金
利
引
き 

上
げ
.令

行

ぅ

こ

と

に

、
失

敗

し

た

。

当

時

公

定

歩

合

は

侬

然

ぃ

市

^

^

利

ょ

り

も
 

-.
T
々
て〈

い
た
：.の
で
.あ
.る
。
彼
に
よ
る
>
通
貨
流
通
©
管
理
幺
銀
行
業
務
の
f

M 

は
.明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。,
四
屮
四
;¥
:
以
前
に
.は

馨

が

、:.
こ
の
.両 

:方

の

処

理

を

誤

る

：可

能

性

：
が

あ

ら

^
が
、，

条
例
；に
ょ
つ
て
通
貨
管
理
の
誤
り
は 

.

銀
行
の
.貴
任
：で
は
な
く
な
つ
た
。事
実
、銀
行
は
三
十
七
年
に
は
ニ
百
万
ポ
シ
ド 

_;に

,^
で

準

備

金

が

卞

つ

た

の

に

：対

し

て

、

今

回

：
は

八

首

万

ポ

ン

.ド

で

政

策

の

修
 

:]
£
を
行
:5
£
と
.を
余
義
な
く
.七
.た
。，
故̂
に
条
例
は
，
通
貨
：の
兑
換
性
自
体
を
危 

ぅ
く
し
..た
で
:%
み
ぅ
よ
ぅ
な
、
.ょ

り

破

壊

的

、

ょ
.
り

深

刻

な

危

機

の

爆

発

を

む
 

し
ろ
抑
制
し
.た
の
.で
あ
る
。：
し
か
し
彼
は
銀
行
へ
，の
批
判
に
も
拘
ら
ず
、
銀
行 

当
局
の
更
送
を
好
ま
な
か
.つ'た

,彼等
が
貴
重
、な
経
験
.を
得
允
か
ら
で
あ
る
。
 

彼
.は
新
:1
.
い
信
用
拡
大
的
な
政
策
、
特
に
銀
行
が
最
後
の
貸
付
役
に
廻
る
こ
と 

.を
：批
判U

た
。
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
他
の
、金
融
機
関
に
比
し
、
i

り
特
別 

の
.地

.
位

を

確

保

す

ベ

，.き

で

あ

る

。
：
.
.
/
、

ロ
.ィ
.下
の
説
明
と
い
わ
ゆ
；る
通
貨
原
理
の
通
説
の
間
に
は
、
.奇
妙
な
相
違
が 

存
在
し
、
こ
の
後
者
こ
そ
ト
ー
マ
ス
，
ト
ゥ
ぞ
の
.攻
撃
を
浴
び
.た
の
で
あ
る
。
 

通
貨
規
制
の
権
限
と

.責任
^
ィ̂
シ
グ
ラ
ン
ド

銀
行
か
ら
除
去
す
る
こ
と
こ

そ
、_ 

条
例
擁
護
者
の
唱
え
た
条
例
の
直
接
の
効
果
で
あ
，っ
.た
。
そ
し
て
総
裁
の
任
務 

は
可
能
な
限
り
資
本
を
獲
#
す
る
：こ
ど
で
あ
0
た
。
彼
に
ょ
れ
ば
、
四
十
四
年
'
 

の
：条
例
は
、：
通
貨
、.
信
用
の
管
理
に
は
不
十
分
な
手
段
で
あ
っ
て
、
公
衆
に
空 

手
形
を
約
束
し
、
総
裁
連
の
間
に
は
無
責
任
を
う
み
だ
す
タ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀 

行
は
、
好
況
に
.は
余
り
に
も
容
易
に
信
用
を
享
受
し
、
不
況
に
は
余
り
に
も
敎

し
く
獅
限
す
る
。こ
れ

こ

そ

公
定
歩
合
を
頻
繁
に
変
更
さ
せ
r

ひ
い
て
は
不
安 

と
'

投
機
を
う
み
だ
す
の
で
あ^

。
さ
ら
に
銀
行
は
状
況
に
必
ず
し
も
適
当
で
，な 

い
政
策
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
例
え
ば
必
耍
な
の
は
、
市
場
へ
の
条
件 

'つ
き
の
殳
㈣
あ
る
支
持
だ
け
で.あ
る
よ
う
な
諸
取
引
所
に
有
利
な
吣
⑽

に
も
厳 

し
い
信
用
政
策
を̂

用
：せ
ざ
る
を
え
な
い
。
但
.し
ト
ゥク
：
の■強
い
.主
張
も
六
十 

六
年
の
オ
ー
ヴ
ァ
ー.
エ
ン
.
ド
と
一
力—

 

.ニ
ィ
.

の
破
産
に‘
到
る̂

: ^

口
ン
ド
；
.

ン
.金
融 

市
場
の
特
徴
と.
な
っ
て
い」

た
過
度
の
投
機
の
問
題
に@

面
す
る
こ
と
を
拒
.否
し 

た
た
め
、
弱
め
ら
れ
た
。

:

こ
れ
ら
の
批
判
に
も
拘
ら
ず
銀
行
条
例
は
五
十
七
年
、
：
六
十
六
年
の
恐
慌
期

に
も
無
修
正
の
ま
ま
存
続
し
、

'-

世
界
第
一
次
力
ま
ま
で
、
制
度
と
し
て
は
有
効

で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
の
限
界
を
補
.っ
た
の
は
幸
運
と
よ
き
管
理
の
組
み
合
せ 

(

注
12)

 

■

で
あ
る
"

三、恐慌の諸要因：

.
：

■

⑷
、
食
辎
不
龙
の
効
果
，
食
糧
不
足の*

に
つ
v '-

て
は
@
々
の
推
定
が
あ
る

が
、
；：
シ
？
ル
テ
は
四
十
五
年
か
ら
四
十
七
年
に
.か
け
て
千
百
万
ポ
ン
ド
の
輸
入

増
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
輸
入
は
共
に
7 -
メ
リ
力
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た

が

.
、
国

際

収

支

勘

定

べ

0-
ま

カ

は;'
-
-
.
原

料̂

入

の

減

少

：に
.よ

り

多

少

和

ら

げ

ら

れ

た
。
そ
れ
に
-1
.

て
も
四
十
七
年
の
ァ
メ
リ'力
の
輸
出
と
金
流
入
の
急
増
は
、
英

国
の
食
糧
輸
入■
の
夥
し
さ
含
間
接
に
示
す
。

，

こ
の
場
合
国
際
収
支
の
，惡
化
は
金

の
流
出
が
、
：外
資
流
入
の
方
法
の
方
で
解
決
さ
れ
る
以
外
に

.

な
' ^
:
:

当
時
：ロ
..ツ

ァ
.

の
外
资
政
策
が.
英
国
に
幸
'

い

し

：：た

の

で

^

る
0し
.

か
.

じ
食
糧
め
輸
入
が
、
.

金
流
：

出
の
第I

勝
因
だ
と
す
れ
ば
、
.

：高
い
穀
価.
で
の
予
期
せ
ざ
る
大
量
の
供
給
が
、

投
機
フ
ー
ム
を
つ
く
り
：、
'V

さ
ら
に
破
産.
の
爆
発
線
を
ひ
き
ち
ぎ
っ
，た
の
は
皮
肉

十
分
.で4

る
"
.穀
物
商
人
は
殼
物
不
足
の
.事
態
解
決
と
い
ぅ
八
ム
的
事
茱
遂
行
の 

稹
り
で
'
穀
物
'を
買
漁
り
、
' 世
界
中
の
殼
価
を
吊
り
上
げ
た
上
で
、
，破
産
し
た

I

)

.の
だ
か
ら
若
干
の
同
情
.に
：
価

レ

よ

ぅ
。
.
'■
■
' 

.

■■
:
‘(b
)

.
過
剰
取
引
；'
穀
物
市
場
で
の
破
産
に
基v

信
用
の
動
揺
は
、
.他
の
生
産 

物
市
場
特
に
：植
民
地
商
品
と
関
係
あ
る
生
産
物
市
場
に
も
影
響
を
与
え
た
。

:

当
時
私
わ
れ
た
過
剰
取
引
は
、
.
.容
易
な
信
用
獲
得
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
、
詐 

欺
的
：な
も
の
か
ら
、
..
-商
取
引
に
は
付
物
の
誤
算
迄
多
様
で
あ
，っ
た
。

ロ
ン
ド
ン 

手
形
交
換
所
％ 

ロ
ン
ド
シ
手
■形
割
引
市
場
と
は
手
を
た
ず
さ
え
て
過
去
半
世
紀 

発
展
を
続
け
て
き
た
が
.、
：
株

式

銀

行
'の
成
長
は
.預
金
獲
得
.の
熱
心
さ
か
ら
割
引 

や
引
受
手
形
の
量
を
増
大
さ
せ
太
。：.
今

そ

の

幾

つ

か

の

型

を

示

す

と

、

①

,'
信 

用
豊
富
に
.助
け
ら
れ
た
投
機
的
取
引
と
し
.て
、：

融
通
手
形
で
短
期
信
用
を
更
新 

し
て
行
く
、
短
期
借
り
..の
長
期
貸
し
の
取
引
が
あ
る

。

②

信
用
に
よ
る
商
取 

引
と
6
て
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド 

'

(

利
乗
り)

.
瑕
引
。：
例
え
ば
：

「

東
ィ
ン
ド
貿
易
は
、
 

そ
れ
自
体
..の
損
得
よ
り
も
、:.
手
形
発
行
に
‘よ
る
資
金
調
達
め
方
法
と
し
.て
遂
行 

さ
れ
た」

，.

：(：

チ
ャ
ー
ル

-x
'
;
.ゥ
ッ
ド)

。手
形
の
裏
付
け
と
な
る
抵
当
資
産
は
こ
の 

場
合
無
視
さ
れ
る
。
③

空
取
引
に
よ
る
信
用
授
与
の
計
画
と
融
通
手
形
の
振 

出
に
よ
る
空
取
引
の
維
持
。
.利
害
関
係
者
は
、
.手
形
が
支
払
い
に
廻
ら
ぬ
よ
ぅ 

協
定
.を
結
ぶ
。.
こ
こ
か
ら
虚
偽
の
取
引
が
行
わ
ft
.手

形

を

信

用

し

て

受

取

.
っ 

た
者
は
酢
欺
に
か
か
：名 

0
: >

 

r

:
;:
'
:
'一：
.

-

-

:
••
■: 

.，
こ

れ

ら

の

悪

徳

行

為

を

助

け

た

，
の

.は
、
金
融
機
関
、：
特
に
株
式
銀
行
の
抵
当 

な
1>
で
0.
:手
形
受
容
、
，こ
の
銀
行
の
署
名
入
ヴ
の
手
形
の
ー
割
引
商
に
よ
る
受
容

で

ぁ

ノ
 

ぇ 

I
 

.

 

.

.
: 

. 
';

，へ
破
産
に
つ
，い
て
は
次
の
.，区
別
が
必
»
で
あ
る
.
V

°①

.
信
用
収
縮
によ
る
負
懍



■:.
 

■

人
.-
 

^
 
■

 

.

.

.

 

.

.

.

 

■ 

■

 

■

 

■

 

■

. ■

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
• 

九
0
.
.

(

九 
3
V

手
形
の
；一
時
的
支
払
不
能
。

V
V
J

れ

は

：
不

健

全
I

融

慣

行

に

ょ

る
。
，
②

i

 

.

ね
：ば
な
ら
な
か
っ
た

|

一. 

‘三
十
万
人
が
、
鉄
道
事
業i
ょ

.

I

康
さ
匕
こV

 

, 

す
る
価
奪
の
抵
当
資
產
の
減
価
に
ょ.る
債
務
履
行
不^ '
:と

れ

は

不

運

と

い
.
い，言葉の方が正し、。

：

-

,

 

ノ

ノ
 

.ナ」

.
え
y

③

，
真

正

の

商

業

的

損

失

。
へ

舊

的

拡

張

経

済

の

.
必

然

擧
^

“

確

か.
に

四

十I

I

の

破

産

で

最

高

潮
I

し
I

I

要
素
の
た
う
、
 

る
。® 

'

正
常
な
価
格
5

算
さ
れ
た
抵
当
資
産
が
、
.

負
債
を
償
却
し
え
ぬ
場
'
 

.
資

金

は

非

良

心

的

な

て

き

や

の

手

に

渡

っ

た

が

、

：

長

い

I

で
み
：い
ズ
、
ヴ
ィ
 々

齡

f
麵

融

制

度

の

結

果

で
I

。：
勿
論
破
I

上

の

形

態：

ト-

I

f

投
機
的
投
資
I

た
の
？

て
、
翏

年

⑴
の

齡

，■

不

四

十

五

、：
六
I

 

:

ら
に,

1|
も
む

| ?
極
2

! !
ハ

| !
|

1 1
が

|

讀

锡

I

s

因
で
ぁ
っ
た
こ
と
は
、
四
十
八
年
の
供
給
I

.

五
十
年
迄
I

加
さ
れ.
た
鉄
道
は
四
千
五.
胃
マ
ィ
.ル
に
及
び
，_

力
は
ね
上
っ
た
こ
と
力
ら
も
明
ら
か

'

で

あ

る

。
'
.
こ

の
原

綿

輸

入

躍

的

な

経

済

発

展I

利
に
作
用
し
た
，
今
、
鉄
道
投
資
の
功
罪
を
み
る
と
、
 

む

■

困
,

の
明
白
な
関
係
は
不
明
でぁ
る
。i

幸

な

.：：
.

⑴
，
_

_

価
f

フ
I

剰
雇
傭
の
効
！

四
十 

実
^

S
。
.

:■

、、
"
ノ 

'

ク
ー
フ
ス
コ
丨
て
の
破
産
を
促
進
し
た
こ
と
は
、

ニ
事

七

年

の

価

格

騰

貴

か

ら

推

定

はし
う
る
が
、：：”十
月
以S

崩
壊
は
、
供
給
不
足

问J

ん

道

投

資
"

金
I

f

,

極
度
の-
1

投
資
と
I

時
に
起
っ
た
。

：

⑵
期
^

す
で
こ
a 

m

u

の
1
く

は

.危
機
の
I

と
そ
の
破
壊
性
の
重
要
な
原
因
の
一
つ■に

s

f

.
1

資
本
の
屋
資
本
へ
の
：移
動
は
、
崖
経
済
に
不
当
な
庄
力

を

f

た

.

I

^

v

0.

と
I

I

I

資
本
基
f

 I

付
け
ら
れ
I

、： .  

I

E

ろ
I
.

っ

た

と

み

る

べ

い
 

部
門
で
稼
動
資
本
が
欠
乏
し
で
ぃ
た
と
V

証
拠
は
！

：そ

の

上
.f

鉄
道
建
設
活
I

^

阳
に
投
せ
ら
抒
れI

金
力
I

力
ら
消
え
去
っ
た
と
いI

張

(

例
え
ば
.

ス
発

展

し

す

あ

っ
た
不
況
の
力
を
鈍
ら
し
て
い
た
_

で
あ
る
。

' 

こ
5

ラ
ス 

フ
丨
r

.

丨
の
I

投
資
の
金
は
線
路
の
間
に
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
主
張

)

.
に
到
っ
て.

の

置

は

、
麗

豪

(

鉄
、
鋼
、
機
械
、
.

石
炭
、"
造

这

こ

も

み

ら

れ

、
ホ 

は
.

，”

^

し
て
4

^

^

,

1

善

剌

戟

の
|

負

っ

て

フ

マ

ン

のi

i

f

 

v

い
る
I

国
む
の
鉄
^

の
需
要
が
衰
え 

V
 

. 

ノ 

、
 

f

s

.

、
ツ
の
さ
も
な
く
は
救
貧
院
に
入
ら
る
と
、：海
外
の
鉄
道
建
設
が
パ
そ
の
穴
埋
め
を

^

た
の
で
ぁ
る
。

こ
の

ょ

ぅ

な
海
外
鉄
道
投
資
の
活
発
化
は
、
第
一
に
輸
出
産
業
中
の
繊
維
産
業
の
占
め
る 

比
重
を
減
^
し
、
代
っ
.て
鉄
*
鋼

.
機
械
.
右
炭
等
の
輸
出
を
増
大
さ
せ
、
第 

1

一
に
貨
幣
.資
本
と
実
物
資
本
が
並
行
し
て
輸
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て

，

外
国 

投
資
の
よ
り
健
全
な
形
態
を
創
造
す
る
と
い
ぅV

一
重
の
利
益
を
も
た
ら
す
。
千 

八
苗
八
十
年
か
ら
英
国
が
享
受
し
た
低
廉
な
食
糧」

原
料
は
、：
こ
の
時
代
：..：

(

五 

十
丨
七
十
牢
代)

7

の
外
国
鉄
道
投
資
の
お
か
げ
で
あ
り
、
.そ
れ
自
体
当
時
の
高

.(

注
16)

：

い
有
効
需
要
の
水
準
の
維
持
に
役
立
っ
て
い
た
。

.

こ
れ
ら
の
プ
ラ
ス
要
因
と
共
に
、
.先
に
あ
げ
た
過
剰
投
資
と
並
ん
で
信
用
構 

造
へ
の
圧
迫
と
い
ぅ
マ
ィ
ナ
ス.
要
因
も
み
ら
れ
る
。
第
一
に
鉄
道
投
資
は
人
や 

制
度
の
流
動
性
を
損
っ
た
。：
特
に
四
十
五
年
十
月
以
降
、
株
価
の
ぅ
ち
続
べ
暴 

落
か
ら
株
主
.が
換
金
を
腌
っ
た
時
.に
、
流
動
性
の
欠
如
が
、
朋
白
と
な
，っ
た
。

.
 

第
二
に
鉄
道
株
の
払
込
請
求
の
履
行
は
、
四
十
六
丨
四
十
八
年
に
か
け
て
一
億 

ポ
ン
ド
に
の
，ほ
る
額
と
な
り
.、
多
く
：の
株
主
を
困
惑
さ
せ
た
。
こ
.の
為
当
時
の 

貯
蒂
で
ば
到
底
ま
か
な
え
ず
、.
当
然
返
去
の
蓄
積
の
く
い
つ
ぶ
し
に
'頼
っ
た
。
 

こ
れ
は
銀
行
特
に
地
方
銀
行
の
?|
|
の
減
少
を
ひ
き
起
す(

ロ
ィ
ド
の
査
定
で
は 

一
一
割)

。

尤
も
こ
の
払
い
込
み
が
事
業
に
使
用
さ
れ
た
限
り
で
は
支
钨
の
転
罾 

に
過
ぎ
な
い
。
'
'

従
つ
て
鉄
道
役
資
の
ブ
ラ
ス
耍
因
の
批
判
者
が
、
四
十
四
丨
四
十
六
年
の
低 

金
利
政
策
を
過
剩
投
機
の
原
因
と
看
做
す
な
ら
ば
、鋏
道
事
業
に
伴
う
需
要
は
、

'
な
お
外
国
へ
の
.投
資
の
払
.い
込
み
は
四
十
七
年
に
五
百
七
十
万
ボ
ン
ド(

モ

リ
ェー

ル
.
.エ
ヴ
ァ
ン
：ス
：に
よ
る)

と
い
わ
れ
る
が
、.
特
別
：の
輸
出
と
英
国
人
技

師
、
契
約
請
負
人
、
労
働
者
へ
の
支
払
に
よ
っ
て
''
.
か
な
り
相
殺
さ
れ
た
ば
か

り
か
.
.国
際
収
支
の
黑
字
さ
え
も
若
干
う
み
だ
さ
れ
た
.こ
と
も
あ
り
う
るC

結
局
野
心
的
鉄
道
計
画
は
、：
直
接
間
接
に
利
益
が
あ
り
、
そ
れ
自
体
生
産
的

で
、
か
つ
反
循
環
的
な
投
資
：と
し
て
.の
価
値
を
も
つ
。
.
原
棉
と
食
糧
の
不
足

は
、
'夫
々
.操
短
か
地
金
涸
渴
の
結
果
を
う
む
が
、
こ
れ
は
金
融
市
場
の
逼
迫
と

投
機
活
動
を
必
然
化
し
、
事
態
の
判
断
を
狂
わ
せ
た
。
そ
こ
か
ら
起
っ
た
破
産

は
そ
れ
ま
で
傷
め
つ
け
ら
れ
た
信
用
機
構
に
と
り
重
荷
で
あ
っ
た
。
鉄
道
は
こ

(

注
17)

の
中
で
安
定
要
因
と
し
て
作
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

.四
、..結 

' 
論

' 
,

(a
)

生
産
の
傾
向
ホ
フ
マ
ン
の
統
計
を
参
照
す
る
と(

図
1

>
、
次
の
よ
う 

な
特
徵
が
み
ら
れ
る
。':
'
,
..:■

⑴

総
生
産
は
、
夫
々
千
八
百
三
十
六
年
、
三
'十
九
年
、''
四
十
S
年
、
四
十 

八
年
，
'五
十
三
年
、
，五
十
七
年
に
頂
点
を
記
録
し
、
三
十
七
年
、
四
十
ニ
年
、
 

四
十
七
年
、
五
十
一
年
、.
五
十
五
年
に
底
点
を
記
録
し
て
い
る
。
.

⑵

.
'
.
四
十
年
か
ら
四
十
：次
年
に
か
け
て
の
消
費
財
産
業
と
生
産
財
産
業
の
動 

き
は
興
味
深
.い
相
違
を
示
し
て
い
る
。
.
す
な
わ
ち
消
費
財
産
業
は
、
：生
産
財
產 

業

ょ

-0
も
ニ
年
先
行
し
て
循
環
し
.て

：
ぃ

る.°
し

か

も

こ

の

循

環

運

動

の

格

差

投
機
の
最
も
極
端
な
も
の
を
切
開
し
、.
そ
れ
を
生
産
的
に
利
用
し
た
と
い
ぅ
こ
.

は
、
.五
十
年
代
に
は
み
ら
れ
な
い(

図
1)

。

こ
の
‘た
め
四
十
七
年
の
消
費
財
産 

と
も
認
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
た
だ
鉄
道
投
機
の
主
要
な
金
融
上
の
結
果
が
、

業
の
'低
落
が
>原
棉
不
足
に
ょ
.っ
て
強
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、四
十
五
年
以 

地
方
銀
行
か
ら
中
央
銀
行
へ
と
貯
蓄
.を
転
移
せ
し
め
、
地
方
銀
行
の
重
要
性
を
後
の
両
部
門
の
複
合
循
環
は
、
割
合
平
坦
な
も
の
.に
.な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
五

減
少
さ
せ
る
理
由
と
も
な
っ
た
と
い
ぅ
事
に
あ
る
と
あ
え
て
い
え
よ
ぅ
。

 

十
四〜

五
十
五
年
の
不
況
後
の
回
復
が'
両
部
門
の
.同
時
的
上
昇
に
よ
つ
て
行

.

.

.
•、
.
.
.
.
 

：.

,

書

：
 

評

-'
九
一
'
.
X
:一

)



わ
れ
^
こ
.と
.
対̂
保
^
で
あ
る
。.、
後

の

場

合

に
.は
恐
ら
_ く
ク
y
ミ
ャ
戦
争
.に
.
.
よ 

る
需
要
増
大
に
：よ
る
も
め
で
あ
ろ5

。
.

'
:'

ぐ
：

:

ナ
：
(3
)

'.
:
.
'四
十
年
$

両
部
門
の
循
環
め
相
違
は
、
消
費
財
産
業0
中
で
五
割
以
上. 

の
比
重
を
も.
つ
娥
維
産
寒
の.
消
费
財
産
業
循
環
の
中
で
の
.指
導
性
に
：よ
る
も
の 

/ >
'
: 

.
V

或
は
.'一敗
道
事
業
款

[1
*

の

完

，成

が

四

|

十—

四

十
.
—*

年

、
，
西

十

.
七

丨

四

十

八
 

,
年
ぢ
始
め
て
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
た
生
産
財
産
業
の
循
環
の
遅 

れ
か
、

.

そ
.
の
い
ず
れ
が
に

.

无
っ
て
：説

明

さ

九

る

.

だ
ろ
う
が
、.
五
十
年
代
と.
の
.比 

較
に
よ
つ
て,
.

四
十
年
代
に
は̂

ま
の
方
が
規
定
的で
ぁ
る
と
い
え
よ
う
。

■■
.
(4
)

四
十
.七
年
の
金
融
恐
慌
は
、
坐
産
の.動

向

に

は

明
^'
に

看

取

し

え

な
 

い
。
.四
十
八
年
の
回
復
か
ら
み
て
も
四
十
七
年
の
数
字
は
，
原
棉
不
足による
 

ものといえよう

。
.
V 

.

..

-'
,
(5
)
1
1三
十
四—

四
十
八
年
の
時
期
に
、
生
産
財
産
業
は
、
循
環
の
上
下
の
幅
.

:が
激
し
い
が
、
こ.れ
：は
主
な
鉄
道
役
資
の
活
発
化
に
よ
る%：
の
.

で
あ
る
。
小
れ 

、ど
も
生
産
財
部
門
の
数
字
にし
‘て
も
シ
ャ
ノ
ン.
の
煉
瓦
産
業
統
計
の
示
す
程
の 

激
し
い
循
環
は
示
さ:^
い(

シ
ャ
ノ
ン
統
計
で.は
三
.割
の
幅
..で
上
下
し
：て
，い
る

)

0 

こ
れ
は
煉
瓦
産
業
の
特
殊
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
循
環
全
体
の
動 

向
は
、
.ホ
フ
マ
ン
の
生
産
財
産
業
の
：統
計
と.一
致
し
て
：い
る
。

(6
)

.ホ
フ
マ
ン
の
統
計
に
よ
る
と
、
四
十
七
年
の
深
刻
な
不
況
は
、
娥
維
産 

業
に
限
矩
さ
れ
る
。一
し
か
も
こ
の
生
産
減
退
は
原
料
供
給
の
不
足
と
い
う
ボ
ト 

ル

，
ネ

ッ
ク
か
ら
起
っ
た
も
の'で
あ
る
が
：
.毛
織
物
産
業
の
場
合
の
研
究
を
十 

分
行
う
必
要
が
：あ
る
。
四
十
五
年
の
細
織
物
エ
業
の
ブ
ー
み
は

’ハ
新
し
い
-
支

那
 

の
市
場
の
過
大
評
価
力
ら
起
つ'た

四
十
.七
年
以
後
綿
製
品
の
回
復
は
急
速
で

九
ニ 

(

九
ニ)

あ
0
.た
0
.
.
.
,
'
< 

.

,-
.
.
: 

. 

. 

: 

•

•

:
(7
)
.
,、下
院
め
委
員
会
.で
.の
公
聴
会
で
強
調
さ
、れ
たI

般
的
，
深
刻
な
性
格Q

 

産
業
不
況
の
姿
.は
、，
保
乾
貿
篇
主
義
者
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
A
学
派
の
不
況
を
利
用 

し
：て
自
已
を
の
ベ
ん
と
し
た
願
望
に
ょ
り
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
^

る
。「

、、ハ
I

 

ミ
ン
：ガ
ム
.は
深
刻
な
.不
況
：に
^
り
、
利
调
は
少
ベ
、.
金

属

製

品

に

お

け

る

.
ド

ィ 

.ッ

の

競

争.は
、
.童
大
な
脅
威
で
あ
る」

と
ム
.ン
ッ
は
い
ぅ
。
':
-そ

し

て

皮

±
.四

十 

四

年

の

銀

行

条

例

は

勿

論

，
ハ

十

九

年

の

条

例

の

麂

止

こ

：
そ

事

態

の

好

転

、
欠

も

た 

ら

す

も

の

で

あ

る

と

す

る

。

し

か

し

奇

妙

な

こ

と

に

は

当

時

.
•
ハ

ー

ミ
ン
ガ
ム
で 

は
破
産
は
み
ら
れ
ず
、
.
.破
産
の
み
ら
れ
た
の
は
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
グ
ラ
ス 

ゴ
ド
で
お
っ
た
こ
と
で

ぁ

る

？
.
し
か
も
マ
ン

チ

ェ

ス

タ

ー

の

商
工
会
議
所
は
、

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
対
政
府
共
同
行
動
の
呼
び
か
け
を
次
.の
理
由
で
拒
否
し
た
の 

で

あ

る';
<
>
.
す

な

わ

ち

銀

行

政

策

こ

そ

最

近

の

商

業

不

況

の

主

要

原

因

で

あ

る

と
 

す
る
意
見
に
は
組
し
え
.ぬ
し
、
•ま
し
て
ル
ー
ズ
な
、
.
不
健
全
な
、
実
行
性
の
薄 

い
変
更
を
現
存
の
通
貨
制
度
の
上
で
行
ぅ
，こ
.

と
を
擁
護
す
る
人
々
に
は
同
青
し 

難
い
.
.と
彼
ら
は
皮
顧
し
.綠
°1)

，
V
 

: 

-
.
' 

.

.

.'価
格
の
：運

動

パ

丨

キ
‘

ン
ス
は
シ.
ル.
ヴ
'

ァ
I

リ
シ
グ
と
ジH

ヴ
オ
ン
ス 

の
作
成
し
た
物
価
指
数
の
動
き
を
示
す
。
.た
.だ
.こ
れ
ら
は
五
十年
で
切
れ
て
い 

る
た
め
に
、.
全

体

の

動

き

'を

把

握

す

る
に
は
不
十
分
で
あ
.
る
。：
と
こ
ろ
で四
十 

三
年
が
ら
の
物
価
の
堅
調
は
、
金
利
の
引
下
げ
、産
業
回
復
等
を
示
し
て
い
る
。
 

四

十

七

年

の

.
始

め

に

は

ま
だ
物
価
は
急
騰
し
て
い
る
が
"

こ
れ
は買
方
一
方
の 

投
機
と
低
金
利
の
靠
持
に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
従
っ
て
金
利
の
引
締
と
投
機 

の
破
壊
に
ょ
り
物
価
は
.下
落
し
て
い
る
。
特
に.
シ
ル
ヴ
.

ァ
ー
リ
.

ン
，グ
の
指
数
に 

は
、
投
機
と
破
産
：で
主
役
を
演
じ
た
植
民
地
商
品
が
.多
ぐ
含
ま
れ
て
い
る
。ま

'

た
ジ
ェ
ヴ
..オ
ンス
の
そ
れ
も
、
投
機
と
.関
係
深
い
穀
物
の
比
重
が
強
い
。.
こ
の 

意
味
で
原
料
と
半
工
業
製
品
の
価
格
の
変
動
を
示
す
指
数
が
必
要
で
あ
る
。
'

(c
)

パー

キ
ジ
ス
は
最
後
に
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
ま
と
め
て
い
る
。

:

⑴

入
鉄
道
建
設
は
無
自
覚
な
が
：ら.
.四
十
八
、
九
年
の
不
祝
期
の
公
共
事
業.
 

.計
画
雇
傭
の
役
割
を
果
し
た
。
ト

ゥ

.
ク
は
，、
直
接
間
接
に
鉄
道^
業
に
ょ
り
雇 

賭
さ
れ
た
人
が
：三
十
万
人
は
あ
っ
た
と
：し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
雇
傭
人
口
の

.
 

.一
割
に
.当
る
。'従
づ
て
こ
の
た
め
四
十
七
年
の
不
況
は
，
四
十
年

—

四
十
，三
年 

の
不
況
ょ
り
も
な
だ
ら
か
な
下
降
と
な
り
、
：
英
国
の
社
会
的
政
治
的
構
の
動 

揺
を
む
し
ろ
防
.い
だ
の
で
あ
る
.°
. 

• 

,:' 

k
.さ
ら
に
国
民
所
得
も' 
四
十
七
、
八
年
に
は
著
し
く
下
ら
：な
.か
0
へ
た
：
こ

と 

は
，
，食
糧
の
輸
入
量
、

」

ロ
.ン
ド
ン
港
に
入
るa
傲
量
、
,'
,
:半
奢
侈
品
の
茶
，砂
糖
、
 

.コ
'丨
ヒ
.丨
等
'の
国
内
消
費
の
敎
字
沢
ら
み
，
y
%'
明
ら
が
.で
あ
る
。

⑵

四
十
七
年
の
恐
慌
と
関
係
し
で
:'
過
度
0
非
難
が
銀
行
条
例
及
び
ィ
ン 

グ
ー
フ
ン
；ド
f

に
む
け
ら
れ
た
が
、
と
れ
は
銀
行
条
例
に
.つ
い
て
の
過
大
な
期 

待

：

(

そ

れ

：に

上

ヴ

不

況

を

，
回

避

し

ぅ

る

し

信

用

_の
自
動
的
統
制
も
可
能
と
：し
た
と
い 

っ
た)

，
や
、
:.
.信
用
制
度
と
政
府
の
関
係
に
つ
い

て

の

相
異
る
*
場
.
g

fの
信
.
 

用
統
制
支
持
論
が
ら
、
./
完
全
だ
レ
ク
セ
，
フ
ェ
ー
ル
原
別
に
.ょ

る

統

制

の

徹

_

論

缓
 

.に
ょ
る
も
の
が
多
い
パ
し
か
じ
実
際
に
は
四
十
七
年
春
迄
の
低
金
利
政
策
は
， 

有
益
で
あ
り
'
四
十
七
年
の
恐
慌
以
後
直
ち
に
金
利
は
低
水
準
と
な
っ
た
。
全 

.
•と
し
て
四
十
七
年
の
金
融
恐
慌
は
、
，ニ
十
八
年
.の

そ

れ

ほ

、ど

溁

刻

と

は

.
な

ら 

な
い
。
.後
者
の
場
合
に
は
、
:激
し
い
生
産
.の
減
退
を
伴
い
、：
本
格
的
回
復
は
三
_
 

十
年
代
の
半
ば
に
漸
く
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。"
元
来
為
替
手
形
は
、
新
し
い
金 

融
銀
行
の
在
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
：ウ
ア
ッ
ト
の
.蒸
気
機
関
と
同
^
徐

々
に
軌
道
に
の
っ
た
。
挺
っ
.て
不
器
用
か
つ
罪
多
い
誤
用
の
'可
能
他
が
あ
り
、

:
実
際
四
十
七
年
の
経
験
は
.か
か
る
意
味
で
.口
ゾ
.ド
.ン
.金
融
市
場
に
偉
大
な
教
fl 

を

与

え

：
た

が

、

..
;
ィ

ン

グラ：
ン

ド

銀

行

.が

事

態

の

管
理

に
必
要
な
経
験
や
権
威
を 

獲
得
し
う
る
に
は
，
^
おv

一
度
.の
：恐
慌
の
経
験
を
必
要
と
し
た
。
し
か
も
恐
慌 

に
さ
い
じ
信
用
.構
造
の
う
け
た
傷
の
回
復
は
、
意
識
的
政
策
な
く
し
て
驚
く
ベ 

き
早
さ
で
.行
わ
れ
た
。：

り
.
、
.

:

か
く
し
て
理
論
家
は
政
策
及
重
要
性
を
過
大
視
す
る
が
、
経
済
の
回
復
は
、
 

合
现
的
政
策
の
成
果
と
い
う
よ
り
は
、
'
' 拡
張
.経
済
固
有
の
生
命
力
の
結
果
と
し 

て
行
わ
れ
た
。
四
十
七
年
十
月
の
：暗
黒
の
日
々
に
英
国
経
済
の
命
運
は
深
海
の 

ふ
ち
に
戦
慄
し
.て
し
ま
0
た
と
感
じ
た
深
慮
あ
る
人
 々
'の
感
情
を
も
っ
て
し
て 

も

,'
达
ら
え
え
.ね
程
に
;'
:
経
済
の
_発
展
は
皁
く
，
..
-
'か
つ
確
実
で
あ
？
た
。〉

-■
:
な
お
。ハ.
1キ
^
ス
^.
付
論
と
し
て
べ
ヴ
ァ
卩
ッ
'ジ
：の
統
計
が
、
：鉄
道
に
つ
ぃ 

て
議
会
で
の
公
認
マ
ィ

ル
数
に
上

づ

てお
り

、

：.

現
実
に
完
成
し
た
も
の
で
な
い 

た
：め
，使
用
し
え
ぬ
こ
と
を
の
べ
：て
い
る
。
そ
の
他
彼
の
統
計
は
消
費
財
の
比
重 

が
太
き
す
ぎ
、.
鉄
、
■
■•鋼

•
右
.炭
等
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
経
済
の
^
勢
を 

伝
え
.る
に
.ば
不
馨
で
あ
.る
と
も
い
う
。
：
'-
:

'

'

:

.〉

、

■
と
%■
か
く
こ
の
^ -
代
め
循
環
に
と
ひ
、
'消
費
財
産
業
の
五
割
以
上
：を
占
め
る 

綿
織
物
.
毛
織
物
産
業
が
重
要
で
あ
-3
て

、

こ
の
一
一
部
門
は

.常
に
過
剰
生
産
の
'
 

爆
発
め
危
険
に
ざ
ら
さ
れ
て
.，い
た
が
、
こ
れ
は
新
市
場
の
開
拓
と
原
料
供
給
に 

.よ

る

ボ

，
ト

ル

；
，
ネ

.ッ
ク
の
た
め
で
あ
る
。
':
'
:
.

'

 

..

..

ざ
て
.以
上
の
.。ハ
!
キ
ン
ズ
の
千
八
百
四
十
七
年
恐
慌
分
析
'は

、
.
次

の

諸

点

に



九

四
.(

九

四)
.'
お
.い
'て
特
徴
的
で
あ
る
"

..
,
'
'
. 

.

:'
■

::

第
：一
に
彼
は
、：
こ
の
恐
慌
.の
原
因
を
四
十
四
年
：の
：銀
行
条
例
と
安
直
に
結
び 

つi

て
.論
ず
る
こ
.と
：は
、'当
時
.の
複
雑
な
背
景
.を
無
視
す
る
こ
と
に
な
.り
か
ね:

..

ぬ
と
V
て
批
判
し
.た
。：'
彼
自
身
.は
条
例
に
よ
る
通
貨
制
度
の
改
革
が
、
■あ
た
か 

も
恐
慌
そ
の
も
の
.の
爆
発
.を
抑
制
し
ぅ
る
か
の
よ
*

TN

に
期
待
ざ
れ
た
.こ
.
.と
が
；問 

':
題
で
ぁ
っ
て
、
.む
し
ろ
中
央
銀
行
の
.公
定
步
合
を
中
心
と
ず
る
.金
融
政
策
がc 

'
 

軽
視
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
四
十
七
年
の
激
し
い
.信
用
恐
慌
の
原
因
の
.
一

つ

を

み 

る
。
と
の
点
で
.彼
は
為
#.
手
形
を
始
め
と
す
る
斯
い
い
4
斯
撕
め
か
1

,
が
、.

： 

恐

慌

を

必

然

化

し

'
た

と

す

^
の

で

あ

る,0
従

っ

て

彼

.
は

四

十

七

年

恐

慌

は

丰

に
 

;
.信

用

恐

慌

：
で

あ

.っ

て

、

信

用

の

回

復

と

共

，
に

事

態

は

好

転

し

た

と

^
て

い

る” 

'

 

第
ニ
に
ィ
ン
グ
ラ
シ
.ド
顧
行
.の
.信
用
制
度
の
：運
営
.に
問
題
が
あ
0
た
：と
し
て 

も
、
そ
の
改
良
は
当
時
の
情
勢
で
は
長
い
時
間
と
経
験
を
.か
け
て
解
決
さ
れ
る 

べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
よ
り
根
本
的
な
恐
慌
：の
原
因
は
信
用
制
度 

_
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
要
因
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も 

過
剰
艰
引
で
あ
る
。
さ
て
彼
は
こ
の
種
の
過
剰
取
引
は
特
に
外
国
貿
易
.に
お
い 

.

て
盛
ん
で
あ
っ
た
と
す
る
。
外
国
質
易
と
い
っ
.て
も
、

一
方
で
は
穀
物
輸
入
や 

ァ
メ
リ
力
か
ら
の
原
綿
の
輸
入
と
、
他
方
で
は
綿
織
物
.

毛
織
物
等
の'
東
ィ
ン
'

•

ド)

支
那
方
面
べ
の
再
輸
出
及
び
茶
等
の
植
民
地
商
品
の
輸
入
と
.い

っ

た複
雑 

な
素
材
補
完
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
内
特
に
国
内
で
の
穀
物
不
作
や
ァ
メ

リ
力
.

.

で
の
棉
花
凶
作
に
よ
る
供
給
不
足—

価
格
の
急
騰
に
つ
け
こ
：ん
だ
投
機
的
買 

占
、
中
で
も
前
者
の
そ
れ
は
、
金
融
市
場
へ
の
圧
迫
と
共
に
信
用
機
構
の
動
揺 

を
倍
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
東
ィ
ン
_ド

•
支
那
へ
の
繊
維
製
品
輸
出
を
軸 

と
し
た
質
易
事
業
も
、
多
く
の
空
取
引
を
含
む
投
機
的
な
熱
狂
に
襲
わ
れ
た
。
.

彼
は
一
部
に
は
国
内
の
不
作
と
結
び
つ
い
た
外
国
質
易
に
お
け
る
過
剰
睽
引
‘
 

を
、：
信
用
機
構
震
撼
.の
.基
*:
条
件
'2
:
し
て
い
る
が
、
'同
時
に
国
内
に
お
け
る
経 

V
,
,
済
拡
張
.に
；
基

く

過

剰

取

^|
.を
若
干
は
認
め
て
い
る
'0
こ
れ
ば
何
よ
り
も
鉄
道
 ̂

V

資
に
よ
る
。
彼
は
こ
れ
に
.つ
.い
て
株
式
市
場
に
お
け
る
鉄
道
投
資
の
熱
狂
的
マ

-
ア

が

，
、

信

用

制

度

の

，流

動

性

を

損

っ

た

こ

と

.'
さ

ら

に

：
マ

ニ

ァ

の

結

果

、

.'
弭
 

.
格
ィ
ン
ブ
レ
や
過
剰
雇
傭
の
問
題
も
起
：っ
た
こ
と
等
を
指
摘
す
る
。
' し
か
し
全 

体
と
し
て
は
、.
：
彼

は

こ

，
れ

ら

の

'マ
ィ
ナ
ス
要
因
よ
り
も
、
鉄
道
建
設
活
動
が
-v 

四
十
五
年
が
ら
四
十
A
年
に
か
け
て
の
関
連
重
工
業
部
門
の
生
産
を
刺
戟
す
る 

と
い
う
。

K

ラ
ス
.の
要
因
^
評
価
ず
べ
.き
'で
あ
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
他
に 

.過
剰
取
弓
の
中
に
：は
経
済
一
：般
の
拡
張
に
基
く
も
の
も
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い 

る
。
-し
か
し
彼
に
よ
.る
と
鉄
道
を
始
め
と
す
る
国
内
再
生
産
過
程
の
膨
張
に
泮 

う
過
剰
取
引
が
恐
慌
に
及
ぼ
し
た
.影
響
は
、供
給
不
足
に
：よ
る
穀
物
、原
棉
輸
入 

や

東

ィ

，ン

ド

を

始

め

と

す

る

外

賀

易

商

業

の

過

剰

取

引

の

影

響

に

比

べ

：
、

：

ず
っ 

と

少

い

こ

，
と

に

な

る

.。：
こ
う
し
て
四
十
.七
年
の
恐
慌
は
、
国
内
要
因
と
か
ら
み 

合
ク
た
外
国
貿
易
に
お
け
る
投
機
に
よ
っ
て
倍
加
さ
れ
た
、.：

特
殊
な
信
用
恐
慌 

で

あ

：
り

、
，
鉄

道

建

設

.の
続
行
は
、
こ
れ
を
基
軸
と
す
る
重
工
業
部
門
は
勿
論
、
 

労
働
者
の
生
活
水
準
を
も
、
恐
慌
に
も
拘
ら
ず
安
定
さ
せ
、
四
十 

一.、
ニ
年
の 

よ
う
な
急
激
な
再
生
産
の
破
壊
を
む
し
ろ
防
い
だ
と
い
え
る
。

こ
の

パ

ー

キ

ンろ
の
主
張
は
、
原
棉
と
穀
物
の
供
給
不
足
を
主
な
契
機
と
す 

る
過
剰
取
引
が
、
金
融
市
場
に
拒
迫
を
加
え
、
'新
し
く
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
信 

用
構
造
の
動
揺
を
招
.
Vた
と
す
.か

点

に

大

き

な

特

徴

を

有

す

る

。

千

^
.
百

四

十 

七
年—

四
十
八
年
の
恐
慌
に
お
い
て
著
者
の
指
摘
す
る
側
面
が
、
極
め
て
重
要 

な
役
割
を
演
じ
た
こ
.と
は
、
間
違
い
が
な
'い
。
例
え
ば
エ
ヴ
ァ
ン
ス
の
古
典
的

名
著
に
従
つ
て
、
こ
の
時
期
の
英
国
企
業
の
倒
産
を
部
門
別
に
調
べ
て
み
る 

と
、
製
造
業
三
十
八
、.運
輸
保
管
業
十
三
、.商
業
百
九
十
、
金
融
業
三
十
三
で 

あ
，つ

て

、

。
ハ
一
一
ッ

ク
が
庄
倒
的
に
流
通
過
程
を
襲
つた

と
と
は
明
白
で
あ
る
。 

し
か
も
破
産
商
社
，の
内
、
実
に
九
十
五
が
東
ィ
シ
ド
を
中
心
と
す
る
贸
易
商
で 

あ
り
、
さ
ら
に
穀
物
商
二
十
三
、

繊
維
関
係
の
商
社
八

(

こ
の
他
マ
ン
チ
ェ
ス 

タ
ー
、.

.

グ
ラ
ス
ゴ
ー
等
め
繊
維
エ
業
中
心
地
の
商
社
九

)

，で
あ
る
か
ら
、
パ
•丨
キ 

ン
ス
の
主
張
は
事
実
に
よ
つ
て‘
裏
付
け
ら
れ
る
ヾ
の
で
あ
る.。.
さ

.ら

に

製

造

業
 

の

中

で

も

織

維

エ

；
業
が
一
一
十

'の
被
産
会
社
を
だ
し
て
お
り
、
こ
れ
に
そ
れ
と
推 

定
d
れ
る
も
の
と
'を
加
え
る
と
.、
^

,^
製
造
業
の
約
七
割
が
戡
維
エ
寒
に
：集
中 

し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

*

:
■'
:
 

け
れ
ど
も
他
方
で
は
少
数
な
が.ら

，破
産
商
社
の
内
に
鉄
商
が
六
、
石#
商j 

が
含
ま
れ
て
お
る
し
、
製
造
業
の
方
に
も
造
船
業

1
1
、

鉄
エ
業
ニ
が
氣
え
ら
れ 

て
い
る
こ
.と
は
、
無
視
し
え
な
い
。
■
尤
も
全
体
'と
し
て
は
四
十
七
、
八
ギ
当
時 

に
お
い
て
は
こ
れ
ら
生
産
財
産
業
の
倒
産
は
、

；：

消
費
財
産
業
及
び
こ
れ
と
密
着 

し
た
輸
出
、
：輸
入
の
貿
易
商
業
の
そ
也
に
圧
'倒
さ
れ
て
い
る
。'
し
か
し
と
こ
で 

四
十
七
、
八
年
の1

慌
に
到
る
.産
業
循
環
の3 1

!
©1
,を
_
ヴ
ぼ
つ
‘
.で
み
る
と
ハ
K 

十
一I

年
に
始
ま
り
，

四
十
五
年
に
ピ
ー
ク
を
も
づ
小
棍
環
の
最
終
局
面
に
お
い 

て
、
生
産
財
産
業
の
過
剰
投
資
と
こ
れ
に
ぱ
る
破
産
め
例
を
1
出̂

レ
-5
.
4し
、

こ
れ
が
四
十
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て英国

金

融

市

場

へ

，
の

重

大

な

思
迫
；欺

因
、
 

を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
確
認
し
ぅ
る
。
苒
び
エ
ヴ
ァ
ン
ス
：に
か
え
る
と
、
彼
は

•

 

•

 
■

 
r

 
•

 

.

千
八
百
四
十
五̂

-

一.
月
の
タ
ィ
ム
ズ
紙
五
に
発
表
き
れ
た
ス
パ
ッ
.

ダ

：
マ
：
：
ン
；
の

： 

計
算
を
引
用
し
て
いる
が

、

こ

れ

に

よ

る

、

当

0#
の
^

狂
的
な
鉄
道
投
資
の
成 

果
は
以
下
の
如
き
も
む
で
あ
つ
た
。
鉄
道
建
設
を
完
成
さ
せ
た
も
の
四
十
七
会

ノ 
.
.
.
.
.
.
. 
.

 

■

:

'

書
'
.
.評

社
、：
な
お
.建
設
の
途
上
に
あ
る
も
.の
百
十
八
会
社
、
計
画
中
の
も
の
千
二
百
六

,
十
三
会
社
。
こ
の
内
-建
設
完
了
の
企
業
は
、
す
で
に
そ
の
資
本
金
の
全
部
を

■獲
得
し
、
建
設
途
上
の
も
の
も
何
と
か
獲
得
の
目
安
が
つ
い
て
い
る
の
に
対

し
、
.計
画
中
の
会
社
に
お
い
て
は
、
ニ
百
十
八
会
社
は
五
分
の
預
託
金
の
み
、

.
四
'百
一
，
一
会
社
は
一

.割
の
預
託
金
の
み
.を
受
け
と
っ
て
い
る
だ
け
で
、
さ
ら
に
六

百
四
十
三
.の
会
社
は
そ
れ
す
ら
も
趣
意
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
：こ
.れ
ら
の
会
社
の
建
設
の
た
•め
に
は
、
少
く
も
五
億
九
千
四
十
四
方
七

千
四
百
九
十
ポ
ン
ド

:(

建
設
完
了
及
び
途
上
の
も
の.の
，負
債
が
合
計
で
八
千
三
百

五
十
六
，万
四
千
七
百
八
十
四
ポ
ン
ド
.に
す
ぎ
ぬ)

の
巨
額
の
資
金
を
必
要
と
す

.る
。1
タ
ィ
ム
ズ
_は

-
.の
ょ
ぅ
な
巨
額
な
資
金
の
支
払
技
、
.

「

最
.も
破
滅
的
、
普

遍
的
が
つ
.絶
望
的
な
.混
乱
な3

に
.は」

.で
き
な
い
と
論
じ
て

い

る

。

そ
し
て
計

画
中
の
千
二
百
六
十
三
，■は
そ
の
殆
ど
が
煙
'の
ょ
ぅ
な
泡
沫
会
社
で
あ
り
、
そ
の

.

四
分
の
.一
は
.株
式
市
場
に
i
あ
ら
わ
れ
ぬ
が
、
そ
こ
.で
も
無
価
値
の
仮
株
券
に，

つ
け
ら
れ
た
プ
レ
ミ
ア
.め
あ
て
の
投
機
的
な
資
金
浪
費
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
英
国
の
資
本
能
力
の
限
界
や
他
の
方
面
で
も
こ
れ
に
対
す
る
需
耍
か
ら
し

て
、
鉄
道
に
、は
一
定
，の
支
出
し
か
許
さ
る
ベ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
？

.

以
上
.の
：引
用
と
前
後
し
て
エ
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
四
.十
四
年
に
始
ま
っ
た
鉄
道
拡

張
が
、金
融
市
場
の
潤
沢
さ
：に
助
け
^
れ
づ
つ
、鉄
エ
業
を
初
め
上
す
る
製
造
業
.

の

需

要

を

ひ

ぎ

お

，
こ

じ

''
さ
ら
：に
消
費
財
産
業
の
拡
大
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
示

す
。
と
同
時
に
か
か
る
再
生
産
過
程
の
膨
張
を
背
景
と
：し
.て
.
、

熱

狂

的

な

鉄

道

,

マ：'ュ
ア
が
展
開
し
、
^
十
五
年
十
月
に
金
融
逼
迫
が
ぅ
ま
れ
、
十
>
月
か
ら
十

H

月
に
か
け
て
多
く
の
鉄
道
会
社
が
：破
産
.

(

計
画
中
の
会
社
の
半
分
以
上)

し 

(

注25)

： 

.
 

て
し
ま
ぅ
。
.し
か
も
四
十
六
年
に
な
.っ

て

か

ら

は

、
.
、
巨

額

の

資

金

供

給

の

た

め

九

五
.
.

(

九

五)
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CJ
-
o
u
r
-M
'
s
xco
s
u
o
p
-s
o
nof
a
J 对ijs

な
M
-*
—l
tCJ
^

V

"

i
ハ

(

九
六)

の

預

託

金

，
め

私

^

^
請
求
が
故
発
化
し
、
金_融

市

場

：；
へ

の

圧

^-
要

因

が

続

く
 

中
で
、
：
破
産
が
続'<
>

-
Q'i
r
裳

の

、
冒

頭

に

が

か

げ

た

.
鉄

道

不

況

の

実

態

報

告
 

は
：
こ
の
：時
期
の
も
の

.で
^
る

。
；
，
そ

し
T
矢

張
.̂
こ

の

時

期

に

行

わ

れ

た

.
上

院 

で
の
ダ
ー
ル

.-
■•

ハ
ゥ
ズ
ィ
卿
の
演
説
は
、：
尨
天
な
鉄
道
投
資
の
た
め
、

一：
般
の
商
取 

弓
が
、
金
融
困
難
に
陥
っ
て.い
る
こ
と
^'
指
摘
し
て
い
^

0
2 

)

そ
し
て
こ
の
困
難 

.を
放
置
^
て
き
.た
ピ 

'ド
ル
内
閣
.を
倒
ず
ベ
く
、
,
ダ
ル
ハ
ヴ
ズ
ィ
卿
が
提
出
し
た 

議
会
解
散
決
-:
|
|が
上
院
で
一?
決
さ
れ
た
_の
で
ぁ
る
。.
こ
.の
後
の
政
権
の
交
替
，に 

よ

り

、

鉄

道

株

式

は

若

干

の

落

ち

着

き

を

取

り

戾

し

た

%'
«

、
、
四

十

六

年

の
 

殼

物

等

の‘不
^

9^
:

1
道

株

の

払

い

込

ん

請

求

の

増

大

は

、
.
，
'
金

融

市

場

へ

の

圧

迫
 

を
拡
大
し
て
行
べ
。
そ
し
て
こ
れ
に
原.綿
供
給
の
不
足
が_

り

合

っ

，て

、

四 

十
七
年
恐
慌
べ
と
発
展
し.て

行

ぐ

。
ニ
：
そ

し

て

穀

物

商

社

の

大

量

の

.
破

產

に

よ

り
 

口
火
を
き
ら
れ
た
恐
慌
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
.：そ
こ
に
お
い
て
も
穀
物

•

原
.
 

棉
め
供
給
不
足
に
基
々
過
剰
取
引
と
共
に
、
:
鉄
道
建
設
の
続
行
に
よ
る
払
込
資 

金
の
必
要
が
、
：
金
融
市
場
崩
壊
：の
童
大
な
契
櫸
と
な
っ
て
ば
ザ

)

:■

:

'■
'
■
'

こ
め
：チ
ケ
ァi
y

.

Kc>
'

-

分
析
は
、
恐
慌
直
後
の
四
十
八
年
十
— —
*
'

月

.に
出
版
さ 

れ
.

で
：お
り
广
パI

キ
y .
x

の
指
摘
す
る
よ.
う

に

、
，
.
四

十

五

年

以

後

の

鉄

道

建

設
 

の
国
内
有
効
需
要
へ
の
。

rv

ヲ
.ネ
の
取
用
を
軽
視
し
て
い
ると
い
う
問
題
点
を
含 

ん
セ
い
る
も.
の
の
、
。
ぐー
キ
ン
ス
の
分
析
に
は
み
ら
れ
な
い
巨
視
的
分
析
の
方 

向
が
大
い
；に
示
唆
さ
れ
て
い
る0
特
に
，四
十
五
年
に

:

一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
景 

気
循
環
が
7
四
十
七
♦
八
年
の
恐
慌
に
ど
の
よ
う
に
連
な
っ
で
行
く
の
か
と
い 

う
点
で
"

鉄
道
投
資
が
、株
式
会
社
制
度
を
媒
介
に
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
決
定 

的
に
重
要
視
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る:0
.
。ハ
ー
キ
ン
ス
は
先
に
の
ベ
た
よ
う 

,

y

•鉄
道
投
資
の
7
\

-

ナ
ス
の
作
用
；

(

価
格
イ
ン.
.7
レ 
'
 

過
剰
投
資
、
信
用
構
造
の

流
動
性
の
破
壊)

を
認
め
つ
つ
も
、

四
十
七
•
.八
年
の
恐
慌
に
お
.い
て
丈
、
む 

し
ろ
。フ
ラ
ス
の
作
用
の
方
が
は
る
か
に
大
き
：い
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
, 

握

は

株

式

市

場

を

媒

介

に

.
し

た

鉄

道

マ
二
ァ
の
意
味
を
十
分
に
検
討
し
て
い
：る 

も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。.
確
か
に
鉄
道
マ
ニ
ァ
の
ピ
ー
ク
は
、
四
十
五
年
に
 ̂

り
、
四
十
七
.
八
年
恐
慌
と
の
間
に
は
時
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
預
託 

金
制
度
を
伴
ぅ
株
式
資
本
に
よ
る
鉄
道
投
資
の
特
殊
性
か
ら
説
明
さ
れ
る
も
の 

が
多
い
で
あ
ろ
ぅ
。

す
な
:^
ち
す
で
に
四
十
五
年
末
に
鉄
道
投
資
の
過
剰
化
.
 

が
、
露
わ
に
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
巨
大
な
影
響
が
徐
々
に
そ
の
効
果
を 

表
わ
し
た
の
は
、
計
画
中
の
徽
道
会
社
の
資
金
調
達
が
四
土
ハ
年
以
降
の
株
式 

払
丛
の
請
求
と
.^
に
困
雛
，に
^
っ
.た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
破
産
を
免
れ
た
鉄
道 

会
社
へ
の
過
剰
な
投
資
の
ー
嫩
金
融
市
場
A

の
圧
力
も
こ
の
制
度
に
よ
り
漸
次 

的
に
.そ
の
威
力
^
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
る(

図
2
参
照)

。

従
っ
て
四
十
七
.

八
年
恐
慌
の
直
接
の
契
機
が
、
パ
ー
キ
ン
ス
の
指
摘
す
る
穀
物
•原
棉
不
足
で
あ 

っ
た
と
し
て
も
、
よ
り
根
本
的
な
契
微
の
一
つ
と
し
て
貌
道
への
過
剰
投
資

t. 

(

特
に
株
式
投
機
に
よ
.る)

'
；
.

を
矢
張
り
考
え
る
べ
きで
は
な
が
ろ
ぅ
か

。
rf 

実
四
十
年
代
の
循
環
は
三
十
年
代
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
国
内
市
場
、特
に
鉄 

，道
投
資
に
基
く
投
資
活
動
の
活
発
化
.に
よ
る
と
い
わ
れ
るめ

で
あ
る
。
.

.

パ
ー
キ
ゾ
ス
の
分
析
は
、
こ
の
意
味
..で
鉄
道
マ
.
,ー
テ
の
過
少
評
価
と
共
.に
、
 

恐

慌

を

信

用

恐

慌

と

し

て

の

み

と

ら

え

、

外

国

市

場

を

含

め

た

.
再

生

産

過

程

の
 

.過
&
の
膨
張
の
結
末
と
し
て
と
ら
；え
'る
；
視

点

が

欠

け

て

い

る

。

.

.従

.

.っ、て
生
產
財 

.産

業

：
と.消
費
財
産
業
：の
循
環
の
相
違(

生
産
財
産
業
の
ピ
ー
ク
は
四
十
七

.
八年 

に
あ
る
の
に
、
消
費
財
産
業
の
.そ
れ
は
、
四
十
五
年
に
あ
る)

の
.問
題
も

、
，四
十 

七

•
八
年
恐
慌
と
の
関
連
.で
深
く
追
究
さ
れ
て
い
な
'い
。
.確
か
，に
彼
も

認

‘

る 

.

.書

べ

' 
評
 ゝ

,

よ
う
に
、
こ
の
相
違
は
娥
維
エ
業
で
办
原
料
不
足
と
共
に
鈇
道
事
業
の
よ
う
に 

資
本
の
懐
妊
期
間
が
、
生
産
財
産
業
で
は
相
対
的
に
長
か
っ
た
こ
と
に
基
く
の 

で
あ
ろ
う
が
.、
そ
.の
際
鉄
道
事
業
が
、
生
産
財
産
業
と
密
着
し
な
が
ら
も
、

'

 

そ

れ 

自
身
、
消
費
財
産
業
と
の
関
連
を
直
接
に
は
必
ず
し
も
有
し
な
い
、
非
常
に
特 

'殊
な
社
会
的
資
本
の
產
業
部
門
で
お
る
こ
と
も
-'
,
.
.
恐
ら
く
太
き
な
意
味
を
持
っ 

て

い

た

.
に

相

違

な

い

。

こ
，れ
は
一
一
一
十
四
年—

四
十 
一
一¥
の
循
環
に
つ
い
て
も
い 

え
.る
こ
と
で
お
り
、.，
こ
れ
に
純
し
、：：
五
十
年
代
の
両
部
門
の
循
環
が
よ
り
接
近 

し
缺
卜
た
も
の
と.な
っ
.て
い
る
.こ
：と
と
共
に
、
'
今
I
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ 

ろ
う
。
、
そ
し
て
ガ
イ
ヤI
達

の

研

究

の

一

！

$
す
四
十
六
年
以
降
：の
鉄
道
事
業
で
の 

失
業
省
，
急
遽
な
増
加
と
、
事
業{元
成
の
マ
ィ
％,数
の
急
増
の
並
存
は
、
四
十 

.年
代
の
産
業
循
環
に
対
す
を
鉄
道
事
業
の
影
響
が
、
.過

剰

投

資

.に

よ

る

マ

ィ

ナ
 

ス
の
，
作

用

(

金
融
.市
場
へ
の
压
迫
に
代
表
さ
れ
る

)

と

建

設

完

了

及

び

途

上

の

事
 

.業
に
よ
る
。

M

フ
ス
の
作
用
.

(

有
効
需
要
の
創
出

)

の
重
な
り
合
う
、
複
雑
な
も 

ゝ
の
校
あ
る
-
と
を
示
し
て
.い
る
。
そ
し
て
そ
の
プ
ラ
ス
の
作
用
に%.
拘
ら
ず
、
 

鉄

，^
#
業
め
完
成
が
接
近
す
る
に
つ
れ
、

マ
ィ
ナ
ス
の
作
用
は
、
穀

物

•
原
棉 

取
引
や
東
ィ
V
ド
貿
馮
に
お
け
る
過
剰
取
■引
と
い
っ
た
他
の
諸
要
因
と
共

に

四
 

十

七
.
八
年
の
恐
慌
の
重
大
な
契
機
と
な
り
、
鉄
道
事
業
の
{却
成
と
共
に
、
苒 

生
産
過
程
の
収
縮
が
全
面
的.に
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る8

1
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的
投
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